
2008年1月16日の午後、東京工業大学・大岡山キャンパスにて、「スーパーコンピュータ今昔物語」と題して

 
講演会と見学会を開催しました。
前半の講演会では、この分野で第一線の研究を展開されている中田登志之氏（NEC）と松岡 聡氏（東工

 
大）を講師としてお迎えし、スーパーコンピュータの歴史を振り返るとともに、地球シミュレータやタンパク質

 
構造解析などの大規模計算に利用されている様子、今後の展開について解説していただきました。
後半の見学会では、国内トップクラスの性能をもつ、東京工業大学のスーパーコンピュータTSUBAMEを見

 
学し、参加者から「実機を見ることができたので十分満足した」という感想をいただきました。
講演会と見学会をセットにして開催した今回の企画について、参加者からも賛同の声をいただきました。
見学会のアレンジをしていただいた、東京工業大学学術国際情報センター職員の皆様に感謝申し上げます。

実施報告 ＊1月16日 東京工業大学 にて＊

スーパーコンピュータTSUBAME 見学の様子講演会の様子
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